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1.は じめ に
,認欝 驚鱒臨 旛翻:欝鵠翻膿瀦驚繍
鵡,現 在 では ヨーロ ッパか らアフ リカ まで、.世界中の マーケテ ィング研究者 達がMOを 取.り
.1:=げ、本 テ ーマ を.タイ トル とす る学術論文や書籍 を次. に々 発 刊 して いる。
MOと は、マ ーケテ ィング的 な思想 や発想 が従 業員 に どの租度浸透 してい るかを表 した概
念 である。NaroerandSlater(i舶0)」で4#組織 の観:点ゑ ら、レ.MOは買手 に対 して優れ た価値
を提供 す るため に必要な行為 で あり、価値 を効率 的 に創 りだす ために優 れたパ フォーマ ン.ス
を.生み 出す組織 文化 と.しでい る。 またKohlland..Jaworski(299)..では行動の視点か ら、..MO
は、.現在 と末 来の顧 客の 二・一ズを捉 えるため、従業員 が市場 の イ ンテ リ.ジェンスを生 み出 し、
組織間で その インテ リジェ ン.スを普及 させ反応 して.い.〈行 動 であ ると.して いるtl)
さら.にNarverandSlater(199⑪〉.やKohliJaworski,and.Kumaz..(1993)'!#、信頼性 と妥 当
性の検 証 を含む精緻 な分析 をお こな い瓢0.の.測定尺 度 を開発..した。結果 と してM.0は 以前
には不of能とされ た ビジネス ・パ フォーマ ンスに対 す るマーケテ ィング戦 略の有 効性 を測定
可能 に した。彼 らの研 究 をエ ボ ックメー...キング と.し..で、.MOと他 のヤ ーケテ ィング概 念、 あ
るいは経営学 や維織 論の概念 との関係性 の解明 を目的 に、今 日までに600本以.}のMOを タ
イ トル.とす る論 文が発表 され ている〔2;(図表1)。
.しか しなが らMO研 究 を潮流 ご と.に分類 し研究段階 を論 じ
、 さらに方 向性 まで を示 した研
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究はいまだに嫉 さ網 噸 ・.とくにわが国に櫓 て1荊 坤 な7一マについて研究は行
われているものの・20騨 卿0碑 姻 鰍Pて 吟 ケ・旙 文は擁 しない・たとえ
ば水越(2006)では わが国 にお けるMOと ビジ ネス ・パ フォーマ ンスの メカニ ズ ム を、石
田、岩.r.恩蔵 、 イム(2006)ではlmandWorkman(2004)の追試 と してMO、 創 造 性、
ビジネス ・パ フ ォーマ ンスの関係性 を、黒 岩(2008)ではMOの 前提条件 の探索 を研 究す る
に留 まってい る。 さらに学術 書 にいた って は、lll...1二(2005)、岩下(2007)、嶋 口、石 井、黒
岩 、水越(2008)を除 き、発刊 されて いない状況 にあ る、
本稿 では以上の よ うな状況 を踏 まえ、MOに 関する研究 を潮流 ご とに レビュー し整理 す る。
その うえで最終的 には.MO研 究 の現状 を捉 え今後の研究 の方 向 を示 唆す る。
図表1MOを タイ トル に題する論文数の推移
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2。組織に関す る研究
MO研 究 は、MOを 前提 要因.としビ ジネ ス ・パ フ ォーマ ンスを:成果変 数に した:シンプル な
実 証研究 か.ら始 まってい る。 問題意識.として はコ ンテ ィンジェ ンシー理 論の もと、マ.一ケテ
ィング志向の組織 が どの ような市場 環境 に よ.って左右 され、 ビジネス ・パ フォーマ ンスに影
響 す るか に主眼 がおかれて いる、,MOと ビジネス ・パ フォーマ ン.スをお こな った研究 は盛 ん
に行 なわれてお り、今 日まで続 いて いる(SongandParry2009)。
2-1ビ ジ ネ ス ・パ フ ォrマ ン ス..に関 す る 研 究
最 も 古 い 研 究 と して は 、SlaterandNarver(.1994>や.Han;Kim,and,.Srivastava(1998)が
あ げ ら れ る 。 ま ずSlaterandNarver(1994)では 、MOと ビ ジ ネ ス ・.パフ ォ ー マ ン ス の モ デ
レ ー タ ー 変 数 に 、 強 度 要 囚(Strength)とし て 、 高 い 市 場 の .混乱 度(TurbUlence)、低 い 技 術
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の混乱度、高い競合他社への敵意性、低い市場成長を、また強調要因(Emphasis)として市
場成長 買手の交渉力、競争の集中度、競合他社への敵意性の高低 を取 り入れた研究を行な
っている。調査結果から強度要因は、MOと ビジネス ・パフォーマンスに影響 を及ぼ さなか
ったが、強調要因はMOと パフォーマンスを変化 させることを確認 している。
モデ レーター変数に、市場 や技術水準の安定性 を表 す混乱度 を取 り入れた研究 もある
(Han,Kim.andSrivastava1998)。彼 らは混乱度 として市場 と技術 という2つ の変数を加えた
三段階最小二乗法から、MOは 組織の革新性 を促進 させビジネス ・パ フォーマンスにプラス
に影響し、特に技術混乱度が高いときに革新性を促すことを確認 している。 また市場混乱度
だけが職能横断的統合と革新性のモデレーター変数になっていた。
2000年以降では、他領域の理論を取り入れた研究も行なわれ始 めた。MatsunoandMetzer
(2000)では、MileandSnow(1978)の保守型、投機型、分析型とい う企業戦略の分類軸を
取 り入れた研究を行なっている(図 表2)。
図 表2MatsunoandMetzer(2000:)の フ レ ー ム ワ ー ク
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回帰 分析 をお こなった結 果、 分析型 で はMOが 増 加 して も利益 がほ とん ど変化 しなか っ
た。分析型 組織は組織特姓 として リス クを最小 化 しよ うとす るため、大胆 な行動に出 られず
売 上 を増大 させないか らで ある。保守型 では、 リスクをとる行動 に出 られず既存 の製品戦 略
のみに 目を向けるため、市場 シ ェア、売上 成長、新製 品の売上比率 を低 下 させ ていた。投機
型 では、市場環境 の変化 に関係 な く市場 シェア、売 .t一.成長、新製 品の売上比率 を高めて いた
ことか ら、MOが 投機型組織 に最 も有効 で あることを明 らかに している。
MOと ビジネス ・パ フォーマ ンスを扱 った研究 が蓄積 され るにつ れ、 両者 をテーマに した
メ タ分析 も行 なわれ ている(DeshpandeandFarley1996;Cano,Carillat,andJaramillo2004;
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Kirca,Jayachandran,'andBearden2005;.Greirislein2008).。 .i3eshpandeandParley(1996):で
は、KohliandJaworski(ユ993)、NarverandSlater.(1990)、Deshpgndさ,Parley,andWebster
.(1993):とい.う3つの .MO尺度 の メタ分析 を.お.こない信 頼性 と'NIP9妥.当性::を確 認.した.うえで、
この3つ のMO尺 度 の類似性 がかな.り高 い ことを実証.してい る。
またCanoelal.(LOO4).では、 以.ポの2点 を.明らかに し:てい る.第.1に 、MOと ビジネス ・
パ フォーマ ンスの関係 は、国や文化 の違 いか ら.影響 されな い とい.う。.第2に、MOを 重視 し
ない産 業において も、MOを 重視 す る製造業:などとn様 、己MOが 競 争優位 となるとい う。
、
?
2-2製 贔開発に関す る研究
MO研 究では組織活動のなかでもとくに、..製品開発や新製:品パ フォーマンスに、MOが ど
のように影響するかという視点にも比較的早い段階.から目が向けられてきた。製品開発に関
するMO研 究は、MOと 新製品パフォーマンスのモデレーター要因の解明、さらに両者の関
係性の探索 と段階的に研究が進展 している。
2-2-1MOと 新製 品パ フォ
.7マンスのラデ レー ター要 因 につ いて扱 った研究
第1段 階である、MOと 新製品パ.フ.矛十マ ンズ問⑳環境特性 を.考慮 した研究、または、
MOとIOnn戦略 の概念 の メカ三ズ1ム.を探.索.す.る癖 究潮流 か らみ てい こう。最 も古 い
Atuahene-Uima(1995)の石升究で は、MO.と新製 品パ フォ7マ ンスの 関係 について考察 して
いる。 市場環 境 を表 すモデ セ、二 を7案 猿 ζ して〕.fit場競争 の集中度、 業界の敵意 陛、新製 品
の新融 製品ラ擁 イクノヒ蜘 稗 ズ鴨 .輯聯 縦 施し熾 果によると・環境
要因である市場競争の集中度や業界め敵意性が高い1まど.さ.らに製品ライフサイクルが初期
段階にあると..き、MO.と..新製品.パ.フ:一?.ンスの関係が.強ぐ.td.7.い.た。、 ....
Lukasandrer・ell(200())では鄭 の.列 庵 .刻 ゆ 広弓騨 ・模郷 ・.獅製 品 に纐 」
NarverandSlater(iyya)が示すNRO..の構 成票幸、.づ.まり頭 客志fol.競争志向、職能横 断的
統 合 との関係 につ いて考察 してい.る。
結果 と して顧 客志向 は新製uuuの導 入数 を増加 させ模倣 品の 数 を減少 させ た ことか ら、 イ ノ
ベ 門シ ョ.ン.の源 泉 にな るとい う.。だが.競争 志向 は模倣nEliの導入数 を増加 させ ライ.ン拡張晶 と
新製品の数 を.減少 さ:せた ことか ら,模 倣 品製造の.源泉 にな る とい う.。ちなみ に:職能横 断的統
合は ライン.拡張 品の数 を増加 さ.せ、.模倣 品の数 を減少 させ て いた。.
カン トリ遍 ・オ ブ ・オ リジンの要 素 を取 り入れ、MOと 新Aパ フォーマ ンスの関係 を国
の文化や社会制度 の観 点か.ら.考察 し.た研究 もある(Wren,Souder,.andBerkoWitz2000)。.
アメ リカ、 ニ ュージー ラン ド、..韓国、ペル ー.、ノル ウ ェ.一、 ス.ヴェづデ ンの6力 国での調
査結果か ら、 市場 イ ンテ リジェ ンスは国に関係 なく新製 品パ フォ・一マ ンス との関係 が確 認 さ
れた.が、顧客志 向は国 に よって差 が生 じてい た。国別 にみ ると、韓国.のよ うなル ールや規 範
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を重視す る国において は関係 がみ られ な.かった が.、ア メ リカ.やニ コ.一ジー ラン ドの よ うな個
人主 義の 国では関係が強 くなってい た。個 人主義 の国.ではプロ ジェク ト ・マ ネ.ジャーに、.協
調性 に欠 けるメ ンバ ー間の調整 を求め るため、MOが 重視 され るわ けである.。
部 門 に よ ってMOが パ フ ォー マ ンスに 与 え る.影響 が 異 な.るか に着 目 した.研究 もあ る。
Kahn(2001)は、 マ ーケ テ ィング、.研究開 発部 門、製 造部 門 とい う部 門間 で、MOが 製 品
開発パ フォーマ ンスに与 える影響が異 な るか分析 し、マー.ケテ ィツ グ部門 と製造部 門のみ が、
MOと 製品パ フォーマ ンスに関係す るこ とを確 認 してい.る。
?
?
2.一2-2MOと 新製品パ フ ォーマ ンスの媒介要 因.につ いて扱.った研 究
第2段 階 として は、WeiandMorgan.(2002)を皮 切 りにMOと 新製 品パ フ ォーマ ンスの
ブラ ック ボ ックスを解明 す る研究 が お こなわ れ、今 日に いた って も.研究が進 め られ てい る
(BakerandSiukula2010)
WeiandMorgan(2002>では、媒介要因 と して他部門 同士が 協力的 かど うか とい う協力 的
な組織環 境 を取 り...rげて いる。 中国の製造業 を対象 としたサ 晶ベ イ調 査か ら、協 力的な組織
環境 がMOと 新製 品パ フォーマ ンスの媒介要 因に なる ことを確 認 している。
資源依 存理論(Resorce-Base-Theory)で創 造性 が重視 されて いる(Barney1979;Hun[and
Morgan1995)のに着 目し、MOと 新製 品パ フオー.マンスの媒介要因 と して創造性 を取 り入
れ た研 兜 も.ある(lmandWorkman.2004)。創 造性 を1..ユ三 一.ク.な差異.を表 す新奇性 と、標 的
とな る顧客 に対 し意昧 を明確 にす る意 味性 の2つ の構成 要素 に分類 してい る。
結 果.をみ.ると、顧客 志向は意.味性 にプ.ラズ、新製 品の新奇性 にはマイナスの インパ ク ト.が
それ ぞれ あ り、マ ーケテ ィング ・プ ログ ラム.(MP)の新.奇性 には あま:り.重要 な効 果が なか
つた。 また競争志 向は新奇性 の改善 を促 して いたが、意味性 に は影響 がなか った。 これは企
業が情報 を共有 し顧客 の声 を聞 き反応 す る時 には、意味の ある製 品やプ ログ ラムを提供 す る
〉,、竸合 他社 をモニ タ.リングす る企 業は よ り顕著かつ新.奇的 な特徴 に注力す るため、新奇
性 の あ る製 贔や プログ ラムを提供 す る傾向 があ ることを示 してい る。
わ が国 においては、石田 らがImand.Workman.(2004)の追:試.を行 なってい る..(石田etal
2006)。特 筆すべ.き点は、.lmandWorkman(2004>で確認 されなか った職 能横 断的統合 が、
新商 品 とMPの 紙奇性 と意 味性 にプラズに影響 してい た点 で.ある。.理由 と して石 田 らは、a
米問 にお け る組織文化の差異 をあげて お り、米国企業 は個 人主義 を、 日本企業 は集 団行動 を
それぞれ尊重 してい ると述べてい る。
媒 介要 因 として、新製 品開発に着手す る際 の重要項 目を取 り.あ.げた研 究 もある(Langerak,
Hu1Gnk,,andRobben2004a>。彼 らは構 造方程式 か ら開始戦術 がMOと 新製品パ フォーマ ンス
の媒介要 因 になるこ とを確 認 して お り、マ ネ ジャ.一は新製 品開発の際 マーケテ ィング ・ミ
ックスな どの戦術 に細心の注意 を払 うことが製 品開発で、成功の鍵 にな ると主張 して い る。
?
〜
?
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1:angerakらは さ らに、績 製品開 発の熟練度合 がMOと 新製 品パ フ.オー マ ンスにどの よう
に影響す るか も研究 して お り(Lzngerak,Htiltink,andRobben2004b>、構造方程式 の結果か
ら、戦略的 プラ ンニ ング、ア イデ ア.・.ジェネレーシ ョン、ア イデ ア ・スク リーニ ングには.プ
ラ.スの媒介関係 があ り、 なかで も戦略 的プ ランニ ング とア イデア ・ジェネ.レー シ ョンが.とく
に、MO'と新製 品パ フォーマ ンスの関係 を強め る.こ...とを確認 してい る。
新製 品開発の現場 で、MOで 行動す る従業 員が どの よ うな影響 を及ぼ すか とい う視点 に も
目が向け られて きた(Narver,Slater,andMacLachlan2004)。.彼らは、従 業員のMOを 、先
を見越 す行動 と反応 す る行動 に分類 してい る。先 を見越す 行動 とは顧 客 の潜 在化 され たニー
ズを発見、理解、満足 させ る行為 を(SlaterandNarver1995)、反応 す る行動 とは顧客の 明
言化 されたニ ーズ を発 見 理解 、満足 させ る行為 を表す(Day1999)。分析の際 にはMOと
革新性 が互 いに補 完す る関係 にも注 目 し、 イノベ ーシ ョン志 向 を加 えて いる。
結果 か らMOの なか で も先 を見越す行動 のみが新製品パ フ ォーマ ンスに重 要な役割 を担 っ
てい た。 さらに3つ の志 向 を取 り入れ た場合 に も先.を見越す 行動のみ が新製 品パ フォーマ ン
スに影響 した ことか ら、顧 客 の潜 在ニ ーズ を捉 える従業員行動 が新製 品戦略 には とくに重要
で あることがわかる。
3.主要マーケテ ィング概念 と.のメカニズムに.関する研究
、.MO研究 は、 マ ーケ テ ィング研究 の.代.表.的な概念 との関係性 の解 明.にも展 開 され てお.り、
コ ミッ.ト.メ.ントや信 頼 とい った.リレ.一シ ョ.ンシ ップマーケ テ ィングか ら、 サ ービス品質 とい
ったサ ービスマー ケテ ィング、 さらには ブラン ドロイヤルテ.イ.と広 範 にわた る。本節 では特
に、マ ーケテ ィングの主要 分野で ある.リレーシ ョンシ ップマ ーケテ ィング とサ ービスマーケ
テ ィングにおいて展 開 され たMO研 究 が どの ように展開 され てい るかaNNじてみ よう。
3一.1.リレー シ ョン シップマーケテ ィング との メ力ニズ ム
リレー シ..ヨンシ ップマ ーケテ ィングに展 開 され たMO研 究 の特徴 は、複 数企業 にフォ}カ
ス し、あ る.企業のMOが 他の企業 の特定 要因への影響 を解 明す る点 にあ る。単一企 業 に的 を
絞 り、MOが 何 らかの要因 に及 ぼす メカニズム を解明 しよ うとす る他 の潮流 と.はJを 画 し
てい る。その ため リサ ーチ.手法 には、供給 業者 と販売業者 、.買手 と売 手 といった複 数企 業 を
跨 いだ調査設計が取.り入れ られ.ている。
代表 的な研究で ある、Siauaw,Brown,andWiding(1994)からみてみ よ う。彼 らは、販売
員のMOが 役割.葛藤(Role-Conflict>や役割の曖昧 さ(Role-Ambigous)にどの程度影響 し、
職務 満足 とコ ミッ トメ ン トに どうい う変 化 を及ぼすか考察 して いる。 米国の セール スマ ネジ
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ヤーとその販売 員 を対象 に調査 した結果 、MOを 知覚 した販売員 は.顧客志 向 にな り役 割の葛
藤 や役 割の曖昧 さを減少 させ 、職務満足 や組織へ の コ ミッ トメ ン トを向上 させて いた。 この
ことか ら、販売 員のMOの 程度 で顧客へ の振 舞い方が変化す ることが わか る。
Siauaw,Brown,,andWidingは.さらに研究 を進め、供給業者 と販売業者 の間で、MOが どの
ように関係 しているか研究 してい る(Siauaw,Brown,andWiding1998)。両者 の関係 を結 び
つけ る理論 的背景 と.して、準拠 集団理 論 を取 り入れ てい る』 同理 論で は、1人 の行為 者が あ
る集 団の 中にい る場合 、集 団内で共有 されて.いる規 範や価f直観 が もう....一方 の行為者 に影響 を
与 え るとい う.こ れ を援 用 し、親密 な供給 業者 と販売 業者の問で は価値 観や規 範が共有 され
るため、両 者の関係が構築 され ることを示 してい る。
分析結果 では、供給 業者のMOは 自 らのコ ミッ トメン トや チ ャネル ・リレー シ ョンシ ップ
を強化 し販売業 者の志向 を高め、 さらに その志 向が販売業者 の信頼 や協 力的 な規範 に まで プ
ラスに影響 して いた。MOが 顧 客 との関係構築.に有効 である ことが伺 える。
供 給 業 者 と顧 客 と.のMOの 間 に、 どの よ うな ギ ャ.ップが あ るか 考 察 した 研 究 も あ る
(Steinman,DeshpandP,andFarley200⑪)。彼 らは、TajfelandTurner(1979)が唱 えた社会 的
アイデ ンテ ィテ ィ理 論を援 用 しモ デル を.構築 して いる(図 表3>。
図 表3Steinman,Deshpande,andFarl2y(2000)のク ア ド ラ ッ ド ・デ ザ イ ン
供給企業(A)
供給者ダイアド
1イ ンタビュー1.1.
v
インタビュー2.
a
:繊=;1:1:;礁
㊥
顧客企業(B)
顧 客.ダイアド..
インタビュー1
1
1
・8とAのリレーションシヅプ
の長さ
・.BとAのリレーションシップ
分析結果では、供給業者 と顧客の間にはMOに 対する認識のギャップが.あり、供給業者が
顧客 よりもMOを 強く認識 してい た。 リレーションシ ップ…の期間 と重要牲の程度が高いほ
ど、供給業者と顧客間のMOに 対する認識めギャップが小 さくなることを確認 している。
その後、研究は顧客と企業、供給業者と販売業者、買.手と売手といった2者 にとどまらず、
3者以上のネットワーク問において、MOが どのように働 くか考察す る段階へと進んでいる。
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たとえばIzogerak(zoos)ではJonesandWicks(1999)のステークホル ダー理論 を援用 し
なが ら、..製造業者 のMOが セール ス ・パ ー ソンの顧 客志 向、購買者の供給業 者志向、 そ して
自社 の財務パ フ ォーマ ンスに どの よ.うに影響す る.か考察 してい.る。
ドイ ツのSIC-Codeの製造業、.その セ.一ル ス ・パ ー ソンと購 買業 者72組 を対象に した調査
か ら、製 造業者 のMOが セール ス ・パ ー ソ ンの顧 客志 向 と購買業 者.の供 給志 向 に、 セ ール
ス ・.パー ソ ンの行動が顧客の信頼 と規範 または製造業者 との 関係 に、.さらに供給 業者の信頼
や規範 が製造業 者の財務パ フォ.rマツ スに.、..プラスに影響 してい くこ とを導 いて いる。
3-2サ ー ビ スマ ーケ テ ィン グ に展 開 され た研 究
病 院、 ホテルや劇場 といったサ ービス産業 にお いて、MOが サー ビス向上 にどの よ.うに影
響す るか とい う、サ ービスマ ーケテ ィングの要素 を取 り入れ たMOの 潮流 もある。サ ービス
の程度 を測定 す るための指標 と して、Parasuraman,.Zeithamal,andBerry(1985).が提唱 し
たサrビ ス品質 を仮 説 モデル に取 り入.れてい る...(Changandchen1998;HansandKasper
2002;Agarwal,Erraimilli,anddev2003)
ChangandChen(1998)では、MOが.サ.一ビ.ス品質に どの よ うに影響 し、企業への ロイヤ
ルテ ィやパ フォーマ ンス、 あるいは成 長性 に影響す るか考察 して いる(図 表4)。彼 らの実験
に よる と、MOは サー ビス品質に プラス.の影響.があ.り.収益 姓 を高めて お り、サー ビス産業 で
は、MOが サー ビ.ス品質 を向上.させパ フ ォーマ ンスを高 め ると述球て い る。
図表4Chan.and.Chen(1998)の提示 レたプ レ白ムワー ク
市場志向
・顧客志向
・競争志向
・職能横断的統合
・パフォー マンス予測
.他の中間的な変数
サービス品質
・肴 形性
・確 実性
.・感応性.
・f呆言正...
・共 鳴
ビジネスバフォーマンス
産業要因.布場規模
企業要因
市場シxア
売上高
複合的なリレー ションシップ
反応要因
先任権
似 たよ うな研究 で あるAgarwal,Erraimilli,andDev(2003)において は、米 国のGlobal
HoteliersClubに:加盟す る201社を対象 に した調査か ら、 サー ビス品質 がMOとROIや 市場
シェア といった客観 的な尺度の媒介要 囚になる ことを認 めてい る。
MOが サー ビスの提供者 とサー ビスの利購者 間の知 覚ギ ャ ップに、 どの よ うに働 くかに着
目した研究 もあ る(Guo2002)。ギ ャップを、 サー ビスにztする消費者 と経営者 の期待 の ギ
ャップや、経営者 のサ ー ビス品質 と提供 す るサー ビスに対す る認識 の ギ ャップな ど、5つ に.
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分類 して い る。統 計 的な分析 は行 われてい ないが、.MOが サー ビス ・ギ ャップを減少 させ る
働 きが ある と指摘 して いる。
4.従業員行動.に関する研究
MOで 行動 す る従業 員の メカニズ ムを探索す る研 究 もみ られは じめて いる。特徴 と して は、
前述 までの研 究の よ うにMOを 、..前提 条件.(Antecedence>として扱 うので はな く、:文化や
価値 観 とい った従 業員の根底 にあ る.心理 が.MOに どの よ.うに影響 す るかみ るため、成果変 数
(Outcome>として扱 って い る点 が あげ られ る。
契機 となったFurrer,Lantz,andPerrinjaauet(2004>の研究 では、従業員 の価値観 の違 い
が、MOの 態度 に どのよ うに影響 し行 動に差が生 じる.か考察 してい る。価値観 は育 って きた
環境か ら長 い年 月を通 して備 わる もので あり、態度 や行動 とは異な り意図 的即 時的 に作 り出
す ことが困難 で あ る(HuntandMbrgan..1995)5そこで従 業員.に根付 い た価 値観 の違 いが
M〔)の態度形成 にどのよ うに影響 す るか明 らか にで きれば、 自社 に適 した人 材 を採用 し教 育
で きるため、極 めて有 力なマ ネジ.リア.ルインプ リ.ケー シ ョンをえ られ る。
.1'
urrerらはShwartz(1992>の社会的価値観の分類枠 組み を用い た分析 か ら、MOの 構成
要素で あ る.顧客志 向、競争志 向、職 能横断的統合 に個 々の価値観 が異 な る影 響 を与 えるこ と
を確認 してい る。保守 的 な価値観 は競争志向 に、 自己超 越 的な価値観 は顧客 志向 にそれぞれ
プラ.スに影響.して いたが、個 人主義 はMO.の3つ の態度 にマ イナ スに作用 していた。
.他に も前提 要因 に リー ダー シップの形式 を.取り入 れた研究(HarrisandOgbonna2001)や.忌
MOの 発生過程 に関す る研究(Gebhardt,Catpentec,andSherryLOos)などが発表 されてい
るこ とか ら、従 業 員行動 に関す る研究 は今後 も..精力的にお こな.われてい く.だろ う.。
5.お わ りに
組織 に関す る研究 、主要 マーケテ ィング概念 との メカニ ズム に関す る研究 、従業 員行動 に
関す る研究 の順でMO研 究 を扱 って きた.MOを テーマ に題 してい る論文 だけで も500本以
上 もあ り、 内容 にMOを 扱 う論 文を含め ると さらに膨大 な研究 蓄積 がある。 そのため本稿 で
は、 恥 曜ηα」げ!吻吻 珈雄 とい った主要な論文 を主 に取 り...L.げて きた。 その...r.で過去 の研究
を振 り返 ってみ る と今後の方向性 を3つ の視 点で整 理で きる.。
第1に 、 い っ そ.うの ビ ジネ.ス・パ フォ ーマ ン スとの 関係性 の解 明 が求 め られ る。Slater
andNarver(1994)によ り始め られてお り最 も古 くか ら議論 されて いる潮流 であるが、近年
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にお いてもMOと ビジネス ・パ フォーマ ンスのモデ レー ター要因 と してイ ノベ ーシ ョンの役
割 を明 らかに した研究(Menguc,BulenY.,andSeigyovng2006>や～MOの 水準 とビジネス.・
パ フォーマ ンスを扱 った研 究(SongandParry2009)が行 なわれて お り、今後 も精 力的 に研
究が行 われ てい くテーマであ ると想定 され る。
第2に 、MOと 新製品開発パ フォーマ.ンス.の媒介 要因.につ いでいっそ うの解 明が求 め られ
る。先 に述べ た よ うにMOと ビジネ ス ・パ フ ォーマ ンスの媒介要 因 につ いては、組 織環 境
(WeiandMorgan2002)、創 造性(lmandWorkmaa20E19)、新 製品 開発 に必要 とな る要 因
(Langeraketal.2004a,b)とい うよ.うに様 々.な形で研 究が進め られ てきた.今 後は た とえば
Iangerakらの研究 を進め、新製 品の開始 や 開始前の 習.熟度 だ けで な く、製 品開発 ・者数 とい
った従業 員の視点 を加 味 した研究 を進 め るべ きであ ろ.う。
第3に 、従業員行 動がMOに 与 え る影 響 に関 して さらなる検 討 が求め られ る。Ferrellet
al,(2004)に従 うと、MOを 生み 出す価値観 を捉 える研究 には議論 の余地 がかな りあ る。前
述の通 りどのよ うな価値 観の従業員 がMOを 生成 す るか解明で きれ ば、理想 と した人材 を育
成 す る教育 制度 を整備で きるため極め て有 力 なマネ ジ リアル イ.ンプ リケーシ ョンをえ られ る
だ ろう。
課題 として、紙幅の都合上本稿 で扱 えなかった潮流 が存在 す ることが指摘 され る。 た とえ
ばMOを 通 しマーケテ ィング戦略 の役割 を明確 に:.しようとす る研究(VerhoefandLeeflang
2008>や、 発展 途上国 を対象 に研 究(GrewalandPakriya:2001>など、.ほか に も取 りあ げら
れ るべ き研究潮流 が存在 してい る。.
MOb3f究の流れ を辿 ってみ る と、海外 で.はMO.研究 が さか ん.にお こなわ.れてい る一 方で、
我が国 では未だ メジャ.一.なトピ ヅクに は なって.いない ことが伺 える。今後 マーケテ ィング戦
略の有効性 に説得力 を持 たせ 、わが国 に おいて製造業 に限 ら.ずさらに多くの産業 や部門 でマ
ー ケテ ィングを浸透 させ るため にも、MO研 究 を進展 させ ることが不可欠 である。
【注】
(1)MOは 一卵 性 で は な くKohliandJaworsk(1990)の文化 的観 点 とNarverandSlate〔1990)の行 動 的観
点で 一二卵性 の あ る概 念 とす る学 説 が 有 力 で あ る(Narver,Slater.,andMaeLachlan2004)。また 定義 も様 々
な研 究 者 に よ り議 論 され る。KohliandJaworski(1990)やNarverandSlater(1990)の他 に もHun[
andMorgan(1995))で.は経営 的 な観 点 か ら、 「MOに よ り顧客 や競 合 他 社 を詳 しく認 識す るた め 、 内部
要因 と して 自社 を正 し.く認 識 し曖 昧 な行 動 を回 避 す る一 方 、外 部 要 因 と して変 化 す る顧 客 の 選 好 や競 合
他 社 に 対応 す る た め、MOが 無 形 資 産 と.して の 持続 的競 争 優 位 に な る」 とい う。 ま たDeshpandeand
Farley(1996)ではKohliand.Jaworski(19901や.NarverandSlater(19901、Deshpande,Farley,and
Webster〔1993))のMO定義 を統 一 す べ く、 「MOと は持 続 的 にニ ー ズ を評価 し、 顧 客 を創 造 し満 足.さ
せ る、.一連 の職 能 横 断 的 なプ ロ セ スや 活 動 で あ る」 と して い る。
(2)学術 検 索 サ イ ト 『ABI/Inforrn』に よ り検 索 を実 施 した。]980年か ら2009年まで の 期 間 で1年 ご と に、
「MarketOrientation'sと入 力 し、検 索 を実 施 した.ホ ー ムペ ー ジァ ドレス=http:〃progoestumi.wm
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